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工事現場の熱中症対策に関する現場管理費補正（真夏日補正）の試行について 

 

このことについて、近年の夏季における猛暑日などの気候状況を考慮し、工事現場の 

熱中症対策に必要な経費として、下記のとおり現場管理費の補正を試行することとした 

ので通知します。 

記 

１ 用語の定義 

（１）真夏日 

日最高気温３０度以上を観測した日をいう。 

ただし、夜間工事の場合は作業時間帯の最高気温が３０度以上の場合とする。 

（２）工期 

契約工期の始期から契約工期の終期２週間前までの期間とする。 

ただし、年末年始６日間（１２月２９日～１月３日）、夏季休暇３日間（８月１３ 

日～１５日）、工場製作のみを実施している期間、工事全体を一時中止している期間 

は含まない。 

また、特別な理由や工場製作のみを実施している期間、工事全体を一時中止してい 

る期間などがある場合は、受注者と発注者で協議のうえ、工事打合簿をもって、真夏 

日率算定のための計算に用いる工期を変更する。 

なお、上記６日間と３日間は真夏日率算定のための計算上の日付であり、この期間 

の休暇を指定するものではない。 

（３）真夏日率 

以下の式により算出された率をいう。 

真夏日率＝ 工期期間中の真夏日÷ 工期 

 

２ 対象工事 

土木工事標準積算基準書（共通編、河川編、道路編、電気通信編）及び公園緑地標準 

歩掛を適用し、主たる工種が屋外作業である工事を対象とする。 

ただし、工場製作工を含む工事は、当該期間を工期から除くものとする。 

 

３ 気温の計測方法 

気象庁の地域気象観測所（引田）の気温を用いる。 

 

４ 積算方法等 

以下の式により真夏日率を算出し、現場管理費率に加算するものとする。 

（１）補正方法 

現場管理費の補正は、工期中の日最高気温の状況に応じて補正値を算出し、現場管理 

費率に加算する。なお、補正は変更契約において行うものとする。 

補正値（％）＝ 真夏日率× １．２ 



（２）現場管理費 

現場管理費＝ 対象純工事費× （（現場管理費率× 補正係数）＋補正値） 

 

５ 対象工事である旨の明示 

熱中症対策に関する現場管理費補正の試行対象工事である旨等を特記仕様書に明示す 

るものとする。 

ただし、特記仕様書に明示がなく、対象となる工事については、工事監督員から工事 

打合簿でその旨を通知するものとする。 

 

６ その他 

上記の取扱いについて、地域の実情等により、対応が困難な場合については、工事監 

督員と協議のうえ、決定するものとする。 

 

７ 適用 

平成３１年（２０１９）年４月１日以降に契約を行った工事から試行を適用する。 



工事現場の熱中症対策に関する現場管理費補正（真夏日補正）の試行の手続きフロー

※ は、発注者の手続きを示す。

※ は、発注者、受注者いずれかの手続きを示す。

※ は、特別な理由などにより、真夏日率算定のための計算に用いる

工期を変更した場合の手続きを示す。

・本通知日以降に設計書を作成
する工事（現場管理費補正の特
記仕様書の添付がある工事）

・平成 31年 4月 1日以降に契
約し、現場管理費補正の特記
仕様書の添付が無い工事
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○○年度　○○工事

（内容）

　本工事は「工事現場の熱中症対策に関する現場管理費補正（真夏日補正）の試行対象工事」
であるので、通知します。

　制度の詳細については、下記のページをご覧ください。

→東かがわ市ホームページ
　→事業者の方へ
　　→【工事・広告】建設工事に関連する規程
　　　→工事現場の熱中症対策に関する真夏日補正の試行について

上記について します。

上記について します。
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○○年度　○○工事

（内容）

（例）

■工事現場の熱中症対策に関する現場管理費補正にかかる
　　真夏日率算定用工期の変更について

・工場製作のみを実施している期間
【　　　　年　　　　月　　　　日　　～　　　　　　年　　　　月　　　　日】

・工事全体を一時中止している期間
【　　　　年　　　　月　　　　日　　～　　　　　　年　　　　月　　　　日】

・その他の理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）により真夏日率算定用工期から除く期間
【　　　　年　　　　月　　　　日　　～　　　　　　年　　　　月　　　　日】

・真夏日率算定用工期末を下記の日付に変更する
【　　　　年　　　　月　　　　日】

上記について します。

上記について します。

工　事　打　合　簿

　　  年　　  月　  　日　

　  　年　  　月　  　日　

工　事
監　理
（委託）

発議者 発議年月日   　　　年  　　月　  　日

発議事項
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理
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発注者
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届出その他（　　　　　　　）

指示 承諾 協議 通知 受理

その他（　　　　　　　）

了解 協議 提出 報告 届出

その他（　　　　　　　）

③工事打合簿記載例


